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インスタレーション「こもれいろ」
―石橋文化センターでの実践―
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Installation “KOMOREIRO”:
























































2 会期：2017年11月23日（木）～12月24日（日） 開園時間：午前10時～午後8時 会場：石橋文化センター
























































































































米 村 太 一96
5．おわりに
本展示を通して、「こもれいろ」は、日差しの強さや天候によって印象がやや左右されることはあった
が、概ね狙い通り木もれ日に色をつけることができた。園内の散歩に来たという方が、作品の写真を撮り
ながら通路を通ったり、子どもたちが作品を覗き込んだりする様子が見られた。地面に投影された色を見
た子どもの、「虹みたい！」というひと言が印象的で、本体だけでなく、木もれ日に意識を向けることが
できた手応えがあった。作品には、拙さが目立つ部分もあったが、石橋文化センターの自然に溢れた環境
を活かすことができ、また「彩り」を求めた点では、絵画を専門とする参加メンバーのアイデンティティー
を大切にすることもできたのではないかと考えている。
はじめは使用を躊躇した単管パイプだったが、想像以上に観覧者が作品に近づいたり、手を触れたりす
る場面が見られたため、結果的に頑丈な単管パイプを支柱にしたことは、安全性を維持する上で正解だっ
た。また、ピアノ線で空中に展示したシートは、一見すると浮遊しているように見えたため、見た人に不
思議な印象を与え、観覧者の関心を惹きつける上で効果的だった。夜間の展示では、光の色味が広範囲に
投影され、暗闇でよく映えた。日中は木陰になっていた周囲の樹木が、夜は下から照明を受けて色づいて
おり、1つの作品でありながら、昼と夜とで2つの姿を表すことができた。
作品の制作から展示にかけ、風雨や重力によって様々な想定外の事態が起こった。しかし、ひとつひと
つ、事態の解決に向けて奔走した経験は、インスタレーション制作に限らず、参加メンバーそれぞれの作
品制作において、試行錯誤が必要になったときに生きてくるだろう。
「こもれいろ」を、今回で終わりにするのではなく、今後も、木もれ日を扱う表現手段として、より見
た人を引き込めるかたちに展開していきたい。
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